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【公表日】平成23年9月1日(2011.9.1)
【年通号数】公開・登録公報2011-035
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【国際特許分類】
   Ｆ１６Ｄ  25/12     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成24年5月21日(2012.5.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　特にディスク構造における切換可能なクラッチ装置（１０）であって、摩擦面支持エレ
メントおよび／または摩擦面形成エレメント（１Ｅ，１Ａ，１．１）を有する少なくとも
１つの第１のクラッチ部材（１０Ｅ）と第２のクラッチ部材（１０Ａ）とが設けられてお
り、第１のクラッチ部材（１０Ｅ）と第２のクラッチ部材（１０Ａ）とが、圧力室（８）
を介して圧力媒体で負荷可能な作動装置（１４）によって少なくとも間接的に作用結合可
能である形式のものにおいて、切換可能なクラッチ装置（１０）の機能状態「切断」にお
いて、個々のクラッチ部材（１０Ｅ，１０Ａ）の摩擦面支持エレメントおよび／または摩
擦面形成エレメント（１Ｅ，１Ａ，１．１）への冷却オイル流れを発生させるための手段
が設けられていることを特徴とする、切換可能なクラッチ装置。
【請求項２】
　切換可能なクラッチ装置（１０）が、摩擦接続式の湿式クラッチ（１１）として形成さ
れている、請求項１記載の切換可能なクラッチ装置。
【請求項３】
　前記冷却オイル流れを発生させるための手段が、圧力室（８）と個々のクラッチ部材（
１０Ｅ，１０Ａ）の周辺との間に設けられた少なくとも１つの流れ技術的な接続部（２１
）と、該流れ技術的な接続部（２１）を介して流体流れを制御するための手段とを有して
いる、請求項１または２記載の切換可能なクラッチ装置。
【請求項４】
　作動装置（１４）、特にピストンエレメント（３）の位置に関連して前記流体流れを制
御するための手段が、少なくとも１つの制御可能な弁装置、特に絞りを有している、請求
項１から３までのいずれか１項記載の切換可能なクラッチ装置。
【請求項５】
　作動装置（１４）が、少なくとも１つのピストンエレメント（３）を有しており、該ピ
ストンエレメント（３）が、前記圧力媒体で負荷可能な圧力室（８）の形成のもと、両ク
ラッチ部材（１０Ｅ，１０Ａ）の一方にかつ／または一方のクラッチ部材（１０Ｅ，１０
Ａ）に相対回動不能に結合されたエレメント（６，１７）に軸方向に移動可能にガイドさ
れており、流れ技術的な接続部（２１）が、ピストンエレメント（３）を貫いて延びる少
なくとも１つの開口（２）を介して形成されるようになっており、該開口（２）の通流横
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断面が制御可能である、請求項１から４までのいずれか１項記載の切換可能なクラッチ装
置。
【請求項６】
　周方向に互いに間隔を置いて配置された複数の開口（２）が設けられている、請求項５
記載の切換可能なクラッチ装置。
【請求項７】
　作動装置（１４）が、少なくとも１つのピストンエレメント（３）を有しており、該ピ
ストンエレメント（３）が、前記圧力媒体で負荷可能な圧力室（８）の形成のもと、両ク
ラッチ部材（１０Ｅ，１０Ａ）の一方にかつ／または一方のクラッチ部材（１０Ｅ，１０
Ａ）に相対回動不能に結合されたエレメント（６，１７）に軸方向に移動可能にガイドさ
れており、流れ技術的な接続部（２１）が、圧力室（８）にかつ／または切換可能なクラ
ッチ装置（１０）のクラッチ部材（１０Ｅ，１０Ａ）の個々の摩擦面支持エレメントおよ
び／または摩擦面形成エレメント（１Ｅ，１Ａ，１．１）に対するピストンエレメント（
３）の壁に少なくとも１つの切欠きを有している、請求項１から６までのいずれか１項記
載の切換可能なクラッチ装置。
【請求項８】
　前記切欠きが、ピストンエレメント（３）、有利にはピストン底部に設けられている、
請求項７記載の切換可能なクラッチ装置。
【請求項９】
　切換可能なクラッチ装置（１０）の機能状態「接続」において、個々の開口（２）およ
び／または前記切欠きが閉鎖可能である、請求項５から８までのいずれか１項記載の切換
可能なクラッチ装置。
【請求項１０】
　個々の開口（２）および／または前記切欠きが、切換可能なクラッチ装置（１０）の１
つのエレメントによって閉鎖可能である、請求項９記載の切換可能なクラッチ装置。
【請求項１１】
　前記エレメントが、切換可能なクラッチ装置（１０）の１つの摩擦面支持エレメントま
たは摩擦面形成エレメント（１Ｅ，１Ａ，１．１）、特に端摩擦板（１．１）によって形
成されるようになっている、請求項１０記載の切換可能なクラッチ装置。
【請求項１２】
　個々の開口（２）が、ピストンエレメント（３）に設けられた、摩擦面支持エレメント
および／または摩擦面形成エレメント（１Ｅ，１Ａ，１．１）に対して有効なピストン面
（３１）の領域に開口しており、前記通流横断面の制御が、有効なピストン面（３１）に
よってクラッチ部材（１０Ｅ，１０Ａ）に加えることができる圧着力の制御によって行わ
れるようになっている、請求項５から１１までのいずれか１項記載の切換可能なクラッチ
装置。
【請求項１３】
　ピストンエレメント（３）が、切換可能なクラッチ装置（１０）の第２のクラッチ部材
（１０Ａ）にまたは第２のクラッチ部材（１０Ａ）に相対回動不能に結合された構成部材
に軸方向でガイドされている、請求項５から１２までのいずれか１項記載の切換可能なク
ラッチ装置。
【請求項１４】
　第２のクラッチ部材（１０Ａ）が、外側摩擦板支持体を有しており、該外側摩擦板支持
体が、回転可能なハウジング（１５）に配置されているかまたは回転可能なハウジング（
１５）と共に一体の構成ユニットを形成しており、ピストンエレメント（３）が、ハウジ
ング（１５）、ハウジング（１５）に相対回動不能に結合された壁またはハウジング（１
５）に相対回動不能に結合されたエレメント（６）に軸方向に移動可能にガイドされてい
る、請求項１３記載の切換可能なクラッチ装置。
【請求項１５】
　ピストンエレメント（３）が、切換可能なクラッチ装置（１０）の第１のクラッチ部材
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（１０Ｅ）にまたは第１のクラッチ部材（１０Ｅ）に相対回動不能に結合された構成部材
に軸方向でガイドされている、請求項５から１４までのいずれか１項記載の切換可能なク
ラッチ装置。
【請求項１６】
　ピストンエレメント（３）が、切換可能なクラッチ装置（１０）の前記機能状態「切断
」において、少ない圧力で負荷されていて、圧力室（８）内の押圧力と逆方向に方向付け
られた力を発生させるための装置（３２）、有利にはばねユニット（７）の形の少なくと
も１つのプリロードエレメントを介して切断位置に保持されるようになっている、請求項
５から１５までのいずれか１項記載の切換可能なクラッチ装置。
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